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金属ハライ ト‘角地媒の市子組微鏡的iul察

鈴木彰
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Ilcl!9\~ 体~，Yi ìil研究J)という立以から ， 二-の令以ハライド IIIM\~について m子抗1微鋭に rl~ る

11:11.然を行った。 Xi干の令同ハライドI:tf.'1iを生成する 'l'I，1'í があり ， それがíli子~!G微鏡に過当な試

料をj伝!点すると乃えられたからである o ここでは， nl~化アノレ 1 ニウム ， カドミクムハライドに

ついてねられた屯子~I~n微鏡似祭料瓜をNi告する。

1) 盤化アルミエウム

íTI子以微鏡 j刊試~4t士次のようにして1'1 られた。 99.9% のアノレミニクム 1ti を ， ~i ~11'ì の '1 ' で

加熱しながら，乾燥された恥京ガスを通ずると，出化ア/レミニクムf.'/!がねられる。との出化ア

ノレ iニクム告別を，]I.N変化燐の入ったデνケーター1'1"でノヅ νュの上に泌し， それをす土1'-<氾子
似微鋭で縦型詳した。

件られた(訟は二つの ~ii若に ~Nった形態を示した。 一つは金属酸化物例i， w，]えば ヌnOに似
た，)所 ~\!It'lり伏である (200 Â.-O.2 μ) ， (第 1図)。他の一つは球)1えである (500A.-lμ)，(1;fl 2 Dil)， 
この球;伏の物1'íは試料を ， 勺k気 t乙 l保すと tfl力11するので ， 水力11物であると巧えられた。 ? ~II:.気をお

びた出化アノレ Eニウムが触媒活性を欠う事は).1ij~自l の事実であるが， この品J合球i伏の物111:1i吊'1'1ー

をわせず，州UU~の物質l士，活性をれするものとxえられる。
T¥l日Ijのl民化アノレミニクムをJI1r耳 しても，同じ爪'(果カ:;i'.}-られたa

第 1同 様化ヲノレミニウムJ!'，~ x20000 
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fμ 

第 2園 君主化アノレミニウ ム x20000 

2) カドミウム，、ライド

a) )-j，:けじカドミクム，LL化カドミクム

tlnlイじカドミクム，JA化カド 1ヲム(図白化ザ:K.K県)の粉末を士It禍に入れて加熱するとtf;

雨I!しやがて 1'1伺!をH¥し始める。その 1:'1慨を jッνュにとって.ffi子顕微鏡で税者宅した。

1'JられたiU子顕微J;li怯は，以j伏iリliJ1'~IN日である'fFを司、す。 大部分は六角tJi!伏である。 H3 に

は円形Ä I~t六角板!U; と円以との中f，JI形を示す。この i専片形成は， カドミクムハライドの肝裕子

(Schichten Gitterj'lを乃えると理解せられる。

カド~ ?ムハライドはII!I形作jなM格子をわし，各府f'iカドミクムを中心に」二下にハログ γ

イオ γが並びMを形成し，名川は van-der-Waals力で結合している。従ってここに観察される

紡占;'，1i: . Jiiiの方向に沿って， 二次Je的にr&:Kしたものと忠われる。 この事を附(かめるために，

紡品の衣m.iに垂直にi[i子総を投射しマイクロディフラクνョγにI1くる回折[訟をミjとめた(第3図

a， b， !A) 4閃a.b)。この回折1視は， 六1'-'-1対称の N-校慌を示し， この而が(111)一ffljであり努¥JiJ

iillである引を示し，n:t!11u'rが附に沿って，生長している'lf)j;突出1された。これtfjのが!品を屯子顕

微鏡 IJ~ で'(Il\!然して いると， '111子総のI!¥tq，tに依って，変化する引が必められた。
この ffi子総K.f/<:る変化について CdBr，について ， 詳細1\な災験を行った。今一J~ーの CdBrョ

のが11111iをI[j(り(第51';11 a. b). ffi子線の強肢をf¥Y:して照射すると， 透明な物体となる(第61苅a.

b)。

この.ìMI~対抗のマイクロディフラグ ν ョンに依る凹折 1泣 l'i . !:!S 6 1ヌIbに示されるように，
ハロー似を示す。 このハローIまからだけではこの物1'lを決定する引はできないが，この変化は

恐らく也子線に11<りCdBら→Cdの変化iJ;起 り， この透明な物'fTIi:カドミクムであろう と忠

われる。 この司会を説明するために.i:U子総f!!.l1lii去に11<る方i1、を月lい743 まず CdBr，慨をiti子

顕微鋭試料と同じ方法でメッ Vュに取り， それを 50KV， iIl子回折j去に1よって，観察した(第

7 閃 a)。 ζ の ;Ajqに ~1\ く íll子総rWH を続けると N-I枚以が ìì'i えてハロ ー [棋がりられる(第 7 1安I b)，
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第3圃la)塩化カドミ ウム x 18000 第3圃(b) (a)区lの結品百に垂i!C

1ι子剥iに f!i る ITII折(~

第4園 la) 共化カドミウ L. x 18000 第4圃 (b) (a) 図の結 I\~ril百に雪R甫[

tE子紋にi尖る回折{匙

第5圃(a) 臭化カドミウム x22000 第5圃(b) その回折{最
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!り
第6圃 (a) 第5図(a)の給品が定子制

にf占り変化したもの

第 7圃

(a) 臭化カドミウム照の回折像 50KV

(b) 50KV泣干似!こ照射したもの

(c) bの試料の170KV電子線に依 る師事祈{泉

(d) 金属カド ζ ウム面の (Beilby暦)'i!i:子四

折反射{事 170KV
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第6箇(b)そ の回 折 f阜

第:8圃沃化カドEウム照 x12000 
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更にこの物質を 170KV電子回折に依って観察すると， Debye-Scherrer環が得られた(第7図

c}。次に金属カドミワム研磨面の Beilby層を作りその面を 170KV電子回折にて観察した

(第7図d)。

上に得られた廻折像より，計算された面間隔を第1表に示す。第17'iJ ~土第 7 図 C より，第

2"IJは第 7 図 d より計算された面間隔を示す。第 3 列，第 4 ヲIJ は， C孔 CdBr~ のA.S.T.M. 標

準面間隔唱を示す。

この表から第7図 Cの Debye-Scherrer環には， Cd， CdBr2の共存する事が知られる。 こ

こに現われる Cdは CdBr2の電子線に依る分解に依って生成し，CdBr2は未分解のものと考え

られる。従って電子顕微鏡に観察された変化は(第5岡，第6図)， CdBr2→Cdと考えられる。
この変化はAgBrの光並びに電子線に依る変化と比較して興味ある対象を示す。又Hedvall

は紫外線に依って， CdBrgが着色する事を認めたが Cdを検知する事はできなかっため。ここで

は，電子線に依って， CdBらがCdに分解する事が証明せられた。

第 1 表

8ubstanz. Cd Metall. d (CdBr2) 
d (bωb.) d (b印刷 d (Cd Metall) 

5.91 (100) 

3.37 (8) 

3.12 (40) 

2.80 (8) 2.卸 (40)

2.58 (8ch) 2.58 (30) 

2.34 (8ch) 2.34 (8ch) 2.34 (100) 

2.08 (8) 2.08 (80) 

1.98 (8) 1.98 (80) 

1.89 (8.8) 1.89 (Sch) 1.38 (40) 1.89 (20) 

1.56 (100) 

1.51 (25) 

1.49 (8巴h) 1.49 (8) 1.49 (18) 

1.44 (40) 

1.40 (3) 

1.31 (8) 1.31 (8ch) 1.31 (27) 

1.29 (2) 

1.25 (40) 1.25 (20) 

1.23 (100) 1.23 (剖

1.17 (3) 

1.15 (40) 

1.06 (60) 1.06 (5) 

1.02 (8) 1.02 (8ch) 1.02 (4) 

0.994 (40) 

0.980 (20) 

0.96 (10a) 

0.92 (8ch) 0.927(100) 0.92 (2a) 

0.86 (4a) 

0.848 (20) 

0.82 (2a) 
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b) 沃先カドミヲム

沃化カドミヲム煙は， CdCl~， CdBr~ と巽り， (O.1~2.μ) の球形を示した(第 8 図)。

結論

1) 塩化アルミクム聞の電子顕微鏡阪を示し，その形態、と触媒活性との関係について，

簡単な考察を加えた。

2) 塩化カドミクム， 臭化カドミヲム煙は板JVe薄片を形成し， その面は (111)面努開面で

ある事が証明せられた。 又電子線に依って CdBr2 →Cd の分解の起る事が証明せられた。 CdI~

11球状 (O.1~2μ) を示ず。

本研究は，科学研究所山口成人博士の示唆と，御鞭睦のもとに為された。ここに深く謝意

を表す。本研究に使用した電子臥微鏡は， SM-IB， U-6型(島津製作所)， JEM-4型(日本電子

光学研究所)である。起高庄による電子回折は，科学研究所山口研究室:に於いて遂行せられた。
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